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CT・MRI検査など緊急の場合は個別相談にて対応さ
せていただきます。お気軽にお問い合わせください。
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治療室春仕様にしました

放射線科治療室

高野聖矢医師

こんにちは、高野です。
昨年9月に赴任し放射線治療担当しています。当院に放射線治療装
置(Tomotherapy)が導入されて8年が経ちました。最近では、肺がん、

脳転移、骨転移などの一部の症例に対しては、集中的に大線量を照
射できる定位放射線治療(SRT)という新しい照射法を活用しています。

患者様にとってベストな治療を提供できるよう、日々の学びを活かし
て診療にあたりたいと思います。よろしくお願いいたします。

前立腺がんとは？
前立腺は男性特有の生殖器で、膀胱の下に位置し、尿道の周りを取り囲んでいます。前立腺がんは日本で増加してい
て50歳頃から徐々に増え始め、男性のうち約9人に1人の割合でかかっています。しかし、他の臓器のがんとは異なり、

ゆっくり進行するため、早期に発見できれば、完治することが可能です。進行すると最終的には骨や他の臓器にまで転移
することがあるため、早期に発見し、適切な治療を行うことが大切です。
前立腺がんを早期発見するための最も有用な検査は血液検査によるPSA検査です。PSAの値を調べることによって前立

腺がんの可能性を調べます。また、初期には自覚症状がほとんどありませんが、症例によっては尿が出にくい、排尿の回
数が多いなどの症状が出る事もあります。

放射線治療までの流れ

主な放射線治療割合

診察日

照射計画用
MRI、CT検査

2時間

約1週間程度

放射線治療時間
20分
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初診 (放射線治療の適応の検討)

MRI、CT検査
身体固定具作成・予約時間表配布

・照射方法の検討
・照射範囲の作成
・線量の検証

月曜～金曜まで週5回で約1か月
(土曜・日曜・祝日はお休み)
水曜と金曜は診察あり
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